


自己紹介

・ 100BLG株式会社（Executive Director & Evangelist）

・株式会社日本総合研究所リサーチ・コンサルティング部門

高齢社会イノベーショングループ 客員コンサルタント

・NPO町田市つながりの開 理事長

・内閣府 認知症施策推進関係者会議 委員

・一般社団法人日本認知症本人ワーキンググループ 理事

・ World Young Leaders in Dementia メンバー

1976年、神奈川県生まれ。カンタベリー大学卒業後、老年精神科ソーシャルワー
カー、在宅介護支援センター、第三セクターのE型デイサービス、木之下徹Dr.の元
で認知症当事者ネットワークづくりなどを経て、現職。



















⓪ ちょっとその前に



認知症のある人 小学生

出典：厚生労働省認知症施策推進総合戦略（新オレンジプラン）
～認知症高齢者等にやさしい地域づくりに向けて～の概要

出典：総務省統計局人口推計の概要統計トピックスNo.128









新しい認知症観？





当たり前の姿



丹野智文さんの言葉（抜粋）

①家族の心配はわかる。心配してもらっているから安心できる

②心配してもいいけど信用してあげてほしい

③心配が先になって失敗させないように先回りをしたら当事者は何も出来なく
なってしまう

④周りの人達は待つ勇気も必要！！



Today’s contents

①本人の声

②BLG 町田の活動から

③社会参加

④共生（共創）社会

⑤HOME BLG

⑥情報共有



① 本人の声

＊

認知症当事者の方の個人名やお写真をご紹介しますが、

予めご本人及びご家族に掲載許可を得ております。

＊



BLG

DAYS 日々

/毎日

BARRIERS 

障害

LIFE 生

活

GATHERING 集

う場



BLG 町田

地域密着型通所介護

定員１５名／１日

スタッフ４名

合計１９名の“メンバー”

＋ 駄菓子屋の小学生等



いつも始まりは本人の“声”





僕にとって認知症は人生のスパイス
のようなもの。

私は認知症でも心豊かに
生きていきたいと思います。
今までの生活を継続していきたいしね。

認知症でもhappyに暮らしたい。
JAZZを聴きながらハイボールを飲む。
山を登るのも最高だね。

認知症を、自分を曝け出せる場所が
皆んなに必要なの。





町田市ホームページより
https://www.city.machida.to
kyo.jp/iryo/old/shiminnokata
e/ninchishojoho/ninnchisyo
_sassi.files/12-13.pdf



©DAYS BLG !



07 まちだアイ・ステートメント

「私は、素でいられる居場所
と仲間を持っており、一緒の
時間を楽しんだり、自分が
困っていることを話せる。」



子どもたちと交流



子どもたちと交流



Those who care are 
also cared



By the way, this dog is also a member



駄菓子屋
  ↓

お手伝い



誰かの
何かの
役に立ちたい



hop & beer



“あきらめ”からの回復



“Friends”
person concerned, peers



素になれる場所。





② BLG 町田の活動から



町田の1日（例）
AM

・09：30 BLG到着

・10：00 朝のミーティング

 ①HONDA洗車

②コミュニティ情報誌ポスティング

③買い物

④調理、その他

・10：30 活動スタート

・11：30 活動終了

・11：45 ランチタイム
①外食

②カラオケランチ

③お弁当

PM

・13：00 午後のミーティング
①こどもの国ベンチ清掃

②野菜の配達

③散策

④事業所の雑務

・13：30 活動スタート

・15：30 ティータイム

・16：00 本日の振り返り
①午前／午後の活動

②昼食

③1日を通じてどうだったか

・16：30 BLG出発





メンバーさんの声をカタチに、

それがたまたま

HONDAの洗車だった。



作業工程の
分解
(for example)
洗車

バケツを取りに行く

専用雑巾をバケツに入れる

足台を取りに行く

対象車両のワイパーを上げる

ホースを伸ばす

蛇口を捻る

歩行者に注意しながら車両に水をかける

・・・and more

洗車完了チェックをして作業ノートに記入







こどもの国

ベンチ乾拭き







出典：平成23年4月15日付事務連絡「若年性認知症施策の推進について」



https://www.mhlw.go.jp/

https://www.mhlw.go.jp/content/001285833.pdf?fbclid=IwY2xjawEzcEBleHRuA2FlbQIxMQABHaZXwGGEEmCRFzAopeChv4YswKXde27ivGxvby9ONgXVxKAQwHDGatTKaw_aem_Gq480T2hUk5stm2ZAw2Ulg


一般社団法人 人とまちづくり研究所
https://hitomachi-lab.com/official/wp-
content/themes/hitomachi-
lab/pdf/pdf09.pdf

出典：



一般社団法人 人とまちづくり研究所
https://hitomachi-lab.com/official/wp-
content/themes/hitomachi-
lab/pdf/pdf09.pdf

出典：



workshop

➢共生社会のイメージを共有

➢自分たちができること

➢方法（実現するためには何ができるか？）





各グループ発表！

➢「できました」写真を大和市へ→参加者へ
伝える目的

➢９グループ＝９枚の写真展（DAY 2）





『ｅ–６５.net』より
https://sodan.e-65.net/kaigo/movie/



Approach to 

companies

commercial 

enterprise

Understanding the 

market

Pay for 

performance

PR Business

How did you connect with the company?







新たな購入の選択肢



【仮定】

認知症当事者１０００万人
＋

家族１０００万人
＋

何らか関わりを持っている人（医療、介護、福祉の専門職や薬局、
行政、警察官、研究職、その他）１０００万人

↓
計３０００万人



３０００万人の消費者層



2019年
新規登録車台数３,２８４,８７０
（一財）日本自動車販売協会連合会HPより
http://www.jada.or.jp/data/year/y-r-hanbai/y-r-all/



約３３０万台
HONDA

https://www.honda.co.jp/?from=navi_header


パイの奪い合い



パイの奪い合い



３０００万人の消費者層
÷

1％が動く

３０万台＋＠



“企業の活動を応援したい”





ハブ機能

想い
BLG 

Machida

社会

地域

企業



③ 社会参加 



日常社会（参加）

日常

生活

医療

介護

社会性



今後、超高齢社会において、社会的つながりは健

康で文化的な生活を送る上で必要不可欠な要因であり、つま

りは年齢等関係なく社会参加が求められる。



それでも・・・

認知症と診断された瞬間に社会と分断される。

今まで交流のあった友人や隣人更には趣味サークルから「あなた

は来ないで」と言われてしまう。何故なら、認知症だ
から。



当たり前を当たり前に、常識を疑え。



④ 共生（共創）社会 



共生社会のイメージ

共生社会

病気

障害

認知症





共生社会のイメージ

Dementia inclusive society

認知症

共生

社会

予防

備
え



環境と人をつなぐ





happyの共有
右）イトーヨーカドーほぼ全店

左）福井県民生協ハーツふくお



あなたが・・・



あなたが・・・



つまり・・・

認知症と共に生きることは前提でもあり、誰もがなる可能性

が示唆されている現在、認知症の人を変えるのではなく、社会や私たち
が変わることで、誰もが生きやすい 社会

へとシフトチェンジしていかなければならない。



https://www.dementia-pr.com/

https://www.dementia-pr.com/
https://www.dementia-pr.com/
https://www.dementia-pr.com/


https://www.dementia-pr.com/

https://www.dementia-pr.com/
https://www.dementia-pr.com/
https://www.dementia-pr.com/


https://www.dementia-pr.com/

https://www.dementia-pr.com/
https://www.dementia-pr.com/
https://www.dementia-pr.com/


全産業が取り組めるよう手引きも作成

https://ninchisho-
kanmin.or.jp/dcms_media/other/guide_pa
rticipation.pdf

https://ninchisho-kanmin.or.jp/dcms_media/other/guide_participation.pdf
https://ninchisho-kanmin.or.jp/dcms_media/other/guide_participation.pdf
https://ninchisho-kanmin.or.jp/dcms_media/other/guide_participation.pdf
https://ninchisho-kanmin.or.jp/dcms_media/other/guide_participation.pdf


⑤ HOME BLG 



HOME BLG
プロジェクト







地域で生きる。





認知症のある人もない人も、一緒に暮らす

「HOME BLG」は、独り暮らしで認知症のある方が地域で暮らし続けていく

ための１つのアイディアです。

どうしたら暮らしやすい地域がつくれるのかを、認知症のある人もない人も、

一緒になって考えることができたら素敵だと思いませんか。排除するのではな

く、地域で一緒に生きるということ「みんなが住み続けられる仕組み」です。



できることを分かち合う、私にも“できる”がある

１人ではできないことでも、誰かに助けてもらえばできることがあります。

私たちは知らず知らずのうちに助け合いながら生活しています。

できないことを挙げればきりがありませんから、できることに着目してみませ

んか。「できるが集まるとできないが無くなる」かもしれません。



できることを活かして、仕事にする

社会と繋がり続ける１つの手段として「はたらく」をします。

みんなのできることを活かした活動「はたらく」って楽しいと思いませんか。

ただのシェアハウスではありません。「仕事もできる」シェアハウスです。



これからの社会をつくっていこう！

正解がないからこそみんなでつくろうと思います。

認知症があってもなくても、年老いても幼くても、誰もがいきいきと生活でき

る地域社会があったらいいと思いませんか。

「独り暮らしで認知症のある方が地域で暮らし続けていく」ための取り組みを

ひとつのきっかけにして、明るい未来をつくるために動きだします。



～見えない不安を 見える希望に 変える～











Dementia Friendly 
Communities

BLG町田

100BLG

BLG corporate

https://町田daysblg.app/
https://町田daysblg.app/
https://100blg.org/
https://blg.life/
https://blg.life/


⑥ 情報share
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